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０はじめに
Ｈ本手話ネイティブにとって日本語は第二百iWiである、という見方がある。本稿はこれに疑ＩｌＩｌ
を投げかけ、Ｈ本手話におけるＨ本譜の位illt付けをIⅢらかにしようと試みるものである。
１「百帽」の定穣
どのような分野の諭考においても、キーワードの定義は必要不可欠である。未定義のままキー
ワードを用いるのは論外であI〕、そのような論考の主張はまともな検i付に値しない。ところが、
「意鵬」がI則わる論考には、このような無作法が平然と行われているところがあり、無ﾙlな汎乱
が生じている勝合が少なくない。「日本手話話将にとって日本語は節二筒溌である」というよう
な主膿にあっても、「飾二識M;」とは何か、さらにいえば、「言語」とは何か、そういうことにllU
する定義が与えられないままであるならば、かかる主張は空虚である。
「簡語」は、形式と意味との対応1111係にIHIする知鐡の総体である。ここでいう形式とは、iWi、
句、節のいずれのレベルにも当てはまI)、また聴蝿上の形式（音声）であっても、視覚上の形式
（文字、手話）であってもよい。ある表現形式がつねにある特定の意味と結びつく、その対応llU
係の知識の総体を「言iWi」という。
たとえば次の２つの文を比べてみよう。
(1)ａ，花子はカボチャを'二ている
ｂ・花子はカボチャ'二にている
この２つの文は、１審節の助詞が異なるだけの股小対（minimalpair）である。しかし、たっ
た１謝が異なるだけでも文全体の意味は大きく異なる。（1a）のように「カボチャを」とくれば
「無ている」であり、（1b）のように「カボチャに」とくれば「似ている」である。１カ所でも
｡＊iii3文は、佐々木が、［l本手IIHFに１１Uする「言iMf学的」と称する既存の研究に迎和感を持ったことから始まった。
そして平ilBネイティブから1\た災例や文献から1りた賛科などを久保mのところにｲｹﾞち込んで織薗しているうちに、
１１本手織がI;l然司調の本賀とjIi皿する性簡を数多くもっていることに気づくに韮った。そうして作成したjU[鴨に
久保lHが訂illiの普遍性にllU係することをいくらか細ってH1来たのが、本箇文である。
(14） 
異なる形式であれば、それに応じて意味も異なり、一カ所でも意味が異なれば、それに応じて形
式も異なる、そのような形式と意味の、いわば「|則数」に|川する知識の総体を、言語というので
ある。
このような、いわずもがなのことをわざわざ持ちlllしたのは、たとえば対応IlU係の一方の側の
「表現形式」だけを指して「言語」といい、それにもとづいて、手話が言語であるか、箇鵜でな
いか、というようなことを強ずることに何の疑IMIも持っていない識者が少なくないように見える
からである。そのような繊箇ははじめから空転することが約束されており、それは、１Ｍ童、蔵iMi
という用語の定義を正面切って試みていないからであると思われる。手話の言語学的研究にたず
苔わろうとするのであれば、何をおいても、「言語」の定義を明確に提示しておかなければなら
ない。
２第二目語とは
2.1外国掴と第二言贈
議議を進めるにあたって、しばしば混同して用いられている「外国語」と「第二言語」という
用語の、もっとも一般的な定義を、Crystal（1992：531）からりl用してみることにしよう。
(2)「外国語」：あるIZ1において日常的な意思伝達の手段としての地位をもたない、学校で教
えられる、土筋のものではない百ilIi。
「第二言語」：土茄のものではないが、通常は教育・行政・ビジネスの手段として、愈思伝
達の|:I的で広く使用されている言ilIi。
これによれば、「外国iWi」も「第二言語」も「土瀞のものではない」という点で「第一百締」
と区別される。しかし、日本手話ネイティブにとってロ本綴はまさしく「土着のもの」にほかな
らない。したがって、このような定義の上に立てば、「121本手話ネイティブにとって、日本謡が
第二言語である」という見方は否定されることになる。
これはたんに定義｣二の１１１１題ではない。というより、まさに定義がI川題なのである。定義は経験
的に妥当性を判定きれるものであり、ア・プリオリに決まっているのではない。本稿が(2)に挙げ
たクリスタルの定義に与するのは、この定義が経験的に妥当であると判断するからである。した
がって、「｢日本手繍ネイティブにとって、日本語が飾二汀iWiである」という見方は容易に否定さ
れる」とする本稿の主弧に反麓するならば、このクリスタルの定義が経験的に妥当ではないとい
うことを証明しなければならない。
2.2「第二目贈」と貧われる理由
では、なぜ、日本手話ネイティブにとって、日本ＩＭＩが第二訂語であるという見方があるのだろ
うか。これは、手話がIil然筒iWiではないときれてきた歴史的背蹴と無llU係ではない。
(15） 
l880fIニミラノろう教育国際会議において口話法が採択されて以来、ろう教育において手話が禁
止きれる。しかし1968年にアメリカ人ホルコムが「トータルコミュニケーション」を提唱し、
1981年スウェーデン議会がスウェーデン手話をろう者の第一訂iWi、すなわち言語として認め、
1983年にバイリンガル教育が始まり、1985年にユネスコで手諸を商iWiとして公認することを求め
る決搬がされる。以来、ようやく手話が自然言語として、また、ろう者の第一言鵜として認めら
れつつあるのである。
もともと、手繍が自然言語であるかどうかは、採決で決めるようなものではないのだが、そう
いうことをしなければならないほどに、ろう教育が未成熟であったということなのである。
米川（2001：98-99）によれば、1993年にスウェーデンで１１１１かれた「ろう教育におけるバイリ
ンガリズム'五1際会縦」において、次のような決議がなされ、世界ろう巡11Mに提Ⅱlされた。
(3)現在の手話研究に韮づいて、我々は次のような結総に途した。
・机此、身振りによる言語としての手話の地位を認めなければならない。言語学者において
も、手・腕・IIB・顔や体の動きに基づいた手話表現が訂諦であると腿められている。
・手橘は、ろう者の第一言語である。
・経済・教育・社会生活などあるゆる而に参加し貢献するために、他の人たちと同じように
第一汀語を使う権利を、ろう者は有している。
.[動のことば（国語）は、ろう者にはIEI然に習得できる冠総ではないので、ろう者の第二言
綴とされる。第二言語は、主に教育によって習得される。
・ろう者は、日常生活において主に手話と国語のi1lき言莱および緒し司葉を使うバイリンガ
ルの立場にある。（以下省略）
iMilIlの定義と突き合わせて考えてみよう。Crystal（1992）の定義によれば、「学校で教えられ
る」Ｈ本語は「外国語」になる。上の決議によれば、「自然に轡ｲﾘできる言iiliではない｣、「教育
によって轡１１｝される」という理由から、「第二言語」とされている。確かに、Ｈ本において日本
illiは「Ｈ１ｉｌ的な意思伝達の手段としての地位を」もつ「国弼」であることから、「外国語」とは
繭えない。そこで、「教育・行政・ビジネスの手段として、意LL伝述の[lIMjで広く使用されてい
る汀iWf」という定義の「第二言語」のほうが、近い呼び方ということになるのだろう。
従来の定錐では、「学校で教えられる」ものは、「外国語」でlIllHuないはずである。では、「自
然にiW1\できる言語ではない」「教育によって習得される」筒iil;を「輔二簡繍」と言えるのだろ
うか。また、ろう者は「バイリンガルの立場にある」というが、「バイリンガル」と称されてい
る人々にとって、二つの言語は自然に習得できる言語を指しているのが通例である。要するに、
手iWIを、音〕17首iMiを念頭においた従来の定義で捉えることlﾖ体に無理があると誘うほかない。そ
ういう無理が、なにゆえ、IMI題視されてこなかったのか。
それは、手話研究が進み、手話研究者の１mで「手話は言語である」と秘知したい気持ちが先定
｜ｒ』・日４ＪいⅡけ一画迅宙処舛．ｊ’四几。
(16） 
り、lijl時に、手話の言語学的な体系化を急ぐあまり、十分な定義の吟味をしないまま、既存の詩
語学の用語（とくに先端的な用諦）を、安易に手話に当てはめて捉えようとしていたからである
と思われる。その様朴1は、まるで、岐新の用諦を使って記述しさえすれば問題が解決したかのご
とくの振る舞いである。
Crystal（1992：314）は、アメリカ手話（AmericaI1SignLallguage〉の研究成果を爪視し、
手話を「lfI然で生物学的な基礎を持っている」（ｐ309）同然高i譜として認める112場をとI)つつ
も、手話を「手話同体の観点から」記述することの難しさを次のように述べている。
(4)われわれは、詩語をＵ頭青譜あるいは召記言語の構造という観点で考えることにあま')に
ｉｉれてしまっているので、完全に異なる媒体がlMj題となる場合には、一体何が起こってい
るのかということを把握することは、きわめて困難なのである。
「媒体」が異なるという点で、Ⅱ本譜とＨ本手ii門は異なる。しかし、「Ｕ本識」という点で、果
たして両者は異なるのだろうか。ロ本手紺ネイティブにとって、日本語は－－体何であると定義す
ればよいのだろうかつ以下では、日本手話とロ本謡との'１０係を見た上で、日本語がどのように位
世付けられるのか考察していくことにする。
３日本手賭と日本語の関係
３．１日本手賭と日本寵対応手話
「Ⅱ本手繭」は、ろう者の'111で自然発生した、Ⅱ本譜とは異なる体系をもつとされる表現形式
をいう。それに対して、「ｕ本謡対応手論」は、Ｉ]本譜のlii繭を手祇単語に世き換えて、そのま
ま並べていくので、表現形式が聴弛系の記号か祖党系のi氾号かの述いだけで、実質的には日本語
である。したがって、’'１途失聴者や難聴者および他聴考によって多く使川されている。但し、ロ
本手話ネイティブがろう者の－１IiIに満たないことと、手繭の普及に伴い、さまざまな使い手が交
流することなどの事情から考えて、ｌ｣本手i満と［1本iM;対応手紙を完令に切り離すことは難しいの
が現実である。
日本手話とＨ本譜対応手繭に共迎の特徴としては、空ｉｌＩｊに映像のように描写する形式がある。
たとえば「雨が降る」というような文は、Ⅱ水茄のように「雨」「が」「降る」という３要素で櫛
成されるのではなく、iili千で雨が降る様子が衣され、その動きの大きさや激しさで1:11の程度も表
きれる。
では、両者のちがいはというと、ひとつには打略可能な程度を挙げることができるｃ
(5)日本語
対応手話
Ｈ本手紺
昨日家までタクシーでAI}った
昨ロ＋家十まで＋タクシー＋帰る
昨H＋家（まで）＋タクシー（で帰る）
１ 
１ｆ 
(17） 
ロ本譜対応手Ｉ満はf0MIlMii冊がロ本語の語順jmI〕に1tくられる。「儲った」の過去時IMIは、この
場合のように「昨Ⅱ」という過去の時を表すliiiWlがある場合など、文脈によってⅡ1F剛が1ﾘ}らかな
場合は省略されるが、「ﾘﾎﾟる＋終わる」で「帰った」をよすなど、‐定の動詞をアスペクト要索
として動詞の後に付け足して過去時制を表すことも多い。
一方、ロ本手,iPiでは「ｲﾄI}る」という動詞と「まで」という助i河がない。もちろん、Ⅱ本手i活に
も「帰る」という鋤Oiiilはある。起点を表す「から｣、到析点を衣す「まで」という助iiUもある。
ところが、ここではタクシーが家に到着する様子が、まずidi手で家の屋根を衣現し、次に/f手の
屋根だけを残し、イｉＦでタクシーを作り、左手に近づける、という形で映像的に描写されるため
に、「まで」と「Ａｌ}る」を衣す必要がなくなっているのである。このようにｕ本手jilIの特徴とし
て、文の要紫を｣tくる際に、省略しても別のところから似元できる要素は省略される。したがっ
て、「テレビを見る」の「を」、「耳が揃い」の「が」「私の紹前はIH中です」の「の」「は」「です」
なども存在しない。
そして、接続ii1ilはｲIiｲ,：するのだが、例えば「プレゼントをＨいに行きたいんですけど、一緒に
行ってくれませんか」などは「けど」と逆接にしても、「ので」と理由にしても、かまわないし、
意味が文脈からIﾘIらかなため、接続詞を省略して「行きたい」だけで止めてもＩＭＩ題はない。「く
れませんか」も文`i:皿I)に否定疑問にするとＨ１手に伝わ')にくいため、直接的に「一紺に↑｢く＋
お願い」という犬現になる。fiiiFは、その性蘭上、衣現形式の微細さに欠けるところもあI)、そ
のために椀mIなiiいＭしかそれほど得意ではないのである。
なお、時iillは11本01冊対応手論とl(Ｉ様、時を衣すlliilIiや文脈あるいは状況からわかる』ﾙ合は衣さ
ない。明示する必要のある吻合には、１１本紙対応手i1,1iとI1il様に「終わる」をつけるなど、手ii1i単
語で表したI)、ｌIHIで炎す。「ＭＭとは、「州る」「ｌｉｌＩった」の「る」か「た」をロの形で衣すもの
である。
この他、［l本手IHIの雌大の特徴は、顔の表↑fiを使うことである。iii単な例をあげよう。例えば、
「明日」という'０１じfiililiI硫を使っても、衣竹で雛１１１１を衣せぱ「明ロ？」となる。しかし、喪は、
表情と言っても、ｆ体の傾き、蝋の動き、顎の位'1'Ｌ１ｌＩや11,唇、舌などの動きを細み合わせた
複雑な現l1Uが存在し、その非手指動作についてはまだ研究が緒についたばかりである。
3.2「借用」の関係
１２に述べたように、確かに'二1本手話はロ本iMiとはＮなる衣現体系を持つが、それは、視党譜と
音声調の迷いに超|川するものであると思われる。’1本ＦＩＩ片とl]本i譜はドイツ語と英船という110係
でもなく、仔港におけるIl1lqjiliと英語のIlU係でもない。他の国の手話と音声茜iMIのllU係にもliijじ
ことが蘭えるだろうが、１１ｲxfiillと'二I本譜は苑'１K吋においてｌｌｉｌじ社会的雄盤を災イルている。つ
まI)同じロ本というIHIで/Iくまれた日本人のlIilじ「lWi」のiTir譜であると言えるのである。
ltnlじ国土、ＩＤＩじＩＨＩの文化、lIIじ生活空'111を共ｲＩしていれば、発想や感じ方、表現内容もjIiｲiで
きるだろう。ただ・つ災現形式が異なる、と詩うこともできるし、そのただ一つ兇なる女現形式
(18） 
の源となる部分で、すなわち音があるかないかという部分での発想や感じ方の違いは大きいとも
喬えるだろう。甘い換えれば、このlIilじ部分と通う部分を持って関係し合っているのが日本語と
Ⅱ本手繭のllU係であるｃ
このようなllU係には言語的にどのようなことが起こるのだろうか。既出の(5)を使って、考えて
みよう。
「昨日、家までタクシーで帰った」は、直接'111接のちがいはあるが、基本的にその内容のすべ
てがロ本手話で衣される。ところが、「Hllljさんは家までタクシーで帰った」と文脈なしに、い
きな')百うとすると、「田中」という部分は指文字で漢字の「田中」と表し、「帰った」は「昨Ｈ」
という過去時制を表す単語がないため、「帰る」との区別をnJuで「た」と表現する必要がある。
この「指文字」と「、M」は１ＭK識からの「借用」である。問有名制や手iiHにない語彙は「指
文字」で衣される。また、熱いと冷たい、アイロンとクリーニングなどは|可じ手話蝋譜を使うの
だが、そのように|可じ手iHI単語を使うものは「アツイ」「ツメタイ」とnJluを添えて区別する。
日本手話には日本語からの「借用」が多く存在し、一方、日本語には1J本手詔からの「借用」は
ない。これはＨ本手話の表現能力が日本語に比べて低い、というよりも、ロ本において圧倒的多
数のＨ本人が音声論であるＨ本譜を使い、圧倒的少数の日本人が日本手話を使うという社会的な
要因によると考えた方が正しいだろう。
3．３語順
ｌＩｊｍ（1998）によれば、ロ本手話の語順は日本語とIiilじSOvであり、すべての語順パラメー
ターでＯＶＥｉ諾の普遡的傾111を備えている。それまで名iiiil前方型と名詞後方型の両方があるとさ
れていた形容詞と|Ｈ１係節についても「内位主要部型」で説明し、リビなるのは「見かけ上の語liIl」
であるとしている。さらに、「内位主要部型」の存在が、１１本手話の「見かけ｣二の語順の複雑さ」
と「音声Ｈ本譜との顕著な連いを生んでいる」という。
市川（1998）の主張を支える具体的な分析には、必ずしも妥当であるとは思われないところも
あるが、Ｈ本手iillの諮順が'二I本譜と逆うように見えるのは「見かけ上」のことであるという主張
は正しい方向をＩｌｉｊいていると思われる。
ここでは、IljIIIが検討したのとはちがうタイプの実例にもとづいて、その「見かけ上」の連い
を見てみることにしよう｡
(6)日本語
１１本手繭
いつ英国から帰る？
英国＋そこ＋帰る＋いつ＋疑IIIjの表情
このような例から、’二1本下譜の詰順はロ本譜と非常に異なる、と･股に言われることがあるが、
そのままの語順で、「英国、Mli所について言っているのだが、そこから帰るのはいつ？」と言い
換えることができるというDII実にも注目すべきである。つまり、これは、ごくふつうのＩＦ|本譜の
(19） 
語順と同じなのである。
「から」という起点の助iiii1が抜けているが、「帰る」の手甜表現自体の中に起点、終点の方lr1が
含まれているから、容易に復元可能である。また、「そこ」と示すのは、「英国人｣でも「英国の」
でもなくく場所〉であることを明確に示すために必要であったからであると考えられる。
(6)の例ではｗｈｉｊｌｆがＨ１いられているが、この点についてもう少し詳しく見てみたい。なお、Ｈ
本語には単独でwhiHiに相当する語彙はない（｢誰」は「雛でもいい」のように不定名詞として機
能するのが基本で、これに疑問要素が付随してはじめてwhoに相当する語彙として機能する）の
だが、ここでは疑1M]文に用いられた「だれ」「どこ」「なに」などを便宜上「ｗh語」と称するこ
とにする。
日本手話におけるｗｈ縞は、日本語とまったく同じで、そのままの位置あるいは文末に生じる。
(7)に用例をあげるが、爽際には手話以外に非手指mII作を伴う。ここではそれについては触れない。
(7)日本語
日本手話
何をＨいましたか？
①何＋買う＋PT-2
②側う＋何？
「何」という表現について、①が目的語十動詞の文法llU係をそのまま保持した位iMtで、②が文
末に生じた例である。①は「何を買ったの？あなた｣、②は「買ったのは何？」となり、いず
れの語順も日本調に存在するものである。なお、①のPT-2とは、二人称の指差しを意味し誰
について述べているのかを示す重要な要素である。
疑問調が文末に生ずる粉合、疑問を表す文ではなく、「疑似分裂文」になることもある。次の
(8)の例を見てみよう。
(8)ａ，日本語
日本手弼
ｂ・日本語
日本手話
今日の勉強は○○です。
今日＋勉強＋何？○○．
手活で語って下さるのは○○さんです。
手甜十説明＋もらう＋誰？○○。
それぞれの手論は、「今Ｈ、勉強するのは何かというと、○○です｣｢手話で説Ulしてもらう（く
れる）のは誰かというと、○○です」というＨ本iMiにlr(すことができる。つまり、これらも日本
語として存在する総IIHの文なのである。
既出(7)の②のように、whilliが文末に生ずることは、手話にあってはどうやら普迫的な現象で
あるらしい。アメリカ手繊においても、英語の本来のiMilUiとちがって、疑問調は、通例、文末に
置かれる（cfNeideLKegLMacLaughlin,BahanandLee2000)。
(20〉
(9)ａ・ＷＩＩＯＬＯＶＥＪＯＨＮ
‘WholovesJoIlll？, 
ｂ・ｄＬＯＶＥＪ０１１ＮＷＩＩＯ
・WholovesJolIn？,
(ｌＯａ・JOHNLOVEWHO
WhodoesJoIlnIove？, 
ｂ，＊ＷｌＩＯＪＯＩＩＮＬＯＶＥ巾
・WhodoesJo1mlovc？．
この４つの文のうち、アメリカ手話として容遡されるのは（9a、ｂ）と（10a）の３つである。
いずれもｗｈ語がはじめからある位'１１tのままであるか、文末に後IiHきれたものである。それに対
して、（10b）のように、本来的な位腿から外して文飢にliiIWtさせた文は容認不可能となる。
（9a）のようにWhiMiが文砿に生じている文にllUしては、いくつかの制約がある。代表的なもの
としては、文の始まI)からIit後まで、顔の表怖を含むジェスチャー（Nonmanualmnrki11H）で
疑1111文であることを炎示し続けなければならない点が毅げられる゜ｗｈ語が文末にある文につい
ては、そのwhHllの部分に疑ＩＨＩのジェスチャーを添えるだけでもよい。
吾らに、もともとは文末にあるｗｈ語を文頭にiii脳することもできないわけではないが、その
ためには、文末の位１１１tにliilじwhiWfを残しておくことが灸i'1:となる。
(11）ＷＨＡＴ､ＪＯｌｌＮＢＵＹＷＩＩＡＴ 
、WhaLwhatdidJ()ｈｎｂｕｙ？,
０１)のような文における文頭のｗh語は、おそらくは、文末のwhiMiが移動したものというよ')、
むしろ転写（copy）されたものと考えるべきではないかとALLわれるが、いずれにしても、アメ
リカ手話ではwhiMfが文末に４１:ずるのが通例の形である。
［1本手話でもアメリカ手i研でも、ｗｈ譜が文末に生ずる側Iijlがあるのは、lHIfi報一新hIi慨とい
う悩報榊造の雄本iWfllIiを獺if〔に反映したものであると考えるべきではないかと魁われる。そのiiIH
拠に、ｗh諦でなくても、jWiIW報を担う要索は文末に生ずるからである。次の文ではnotが峨北
製の１W報である。
(1．ａ，ＪＯＨＮＧＯＳＨＯＵＬＤＮＯＴ 
・Johllshouldnotgo．
ｂ，＊JＯＩＩＮＮＯＴＧＯＳＨＯＵＬＤ 
驚くべきは、（1281）がそつくI)そのままＨ本舗になるiMfN(iであるという点である。
(21） 
(ｌ３ＩＪＯＨＮＧＯＳＩｌＯＵＬＤＮＯＴ 
ジョン(は）行くべき(で）ない
１１本船が情報構造をよくⅨ映した語llliの詩iMiであることはよく知られているが、手話もじつに
よくlfl報櫛造を反映している。その点からすれば、下iiilは自然言譜とli1じ１１(理を共有していると
いえるのである。
次に、ｌM1係節と形容列のIi冊IHIについて、iliIll（1998）の例文をｿ|)Ⅱして見てみることにしよう。
(14）ａ．［田中］［鈴木作る弁当食べる］
（田中さんは鈴木さんが作った弁当を食べる）
ｂ・［Ⅲ中］［鈴木弁当作る］［食べる］
ｃ・［田中］［おいしい弁当買う］
（田中さんがおいしい弁当を買う）
。、田中］［弁当おいしい］［買う］
（l4fl）と（l4c）がⅡ本,Hfとilll1IHが同じで、（14b）と（14.）が従jb(ilii内の語順に変化がない
ままllU係iiiil節をつくっているものである。この後荷の存在によって、「見かけ上」の違いが生じ
るとされる。
ところが、（14b）と（Ｍｄ）は、そのままのiM綱１１でごくふつうのＵ本iMlになおすことができる
点に注意しなければならない。この２つの文は、「IuIlnさんは、鈴木さんが弁当を作ったんです
けど、（それを）食べるんです｣、「Ⅲ中さんは弁)11を、（これは）おいしいんですけど、食べるん
です」とな')、市Ⅲ（1998）とちがって、［鈴木弁１１食べる］や［弁当おいしい］をllU係
訓節としてではなく、むしろlIii入句として解釈すると、かえって自然なⅡ本文になるのである。
もとよ')、問題の節がlIll係i河節であることを７JくすiMi拠はないのである。
次に、形容詞と名詞のｉＭｉｍについて、誠者らの知る範囲ではこれまでどの文献でも検討された
ことのない一つの１１t要なりI尖を指摘したい。
米内１１I明宏監修、緒方英秋若（2001）「わかりやすい手話辞典」の形容iji1をすべて拾い挙げ、
Ⅱl例のあるものを一つずつｉｉｌＭべたところ、形容ｉｌｌと名詞の語順に関して、次の３種類のものに分
頑できた。
(15）Ａ）［洋服きたない］（きたない洋服)、ＭＫＩりい］（厚い本)、［部雌広い］（広い部屋)、［テ
レビつまらない］（つまらないテレビ)、［足太い］（太い足）
Ｂ）［赤い花］（赤いｲﾋﾟ)、［白いハンカチ］（、いハンカチ)、［iUfい薬］（苦い薬)、［zMjUな
本］（大切な本）
(22） 
Ｃ）［おもしろい本］（＝漫画)、［黒い鳥］（＝烏)、［温かい日本酒］（＝熱燗）
Ａ）は形容詞が後方にくるもの、Ｂ）はiii方にくるもの、Ｃ）は形容詞が前方にきて、複合的
に別の一つの名詞を表すに至っているものである。ここには何か蝿11Ｉ性がありそうである。「煙
い」「広い」「太い」などについては、もう少し調在の必要があるが、例えば、「きたない」は「灘
lⅡ！」の属性ではなく、一時的な状態である。同じく、「つまらない」は「テレビ（番組)」すべて
がつまらないものであるという総称用法ではなく、たまたま見た瀞組がつまらないという意であ
る。そのような稀組でもおもしろくなる可能性はある。それに対して、「赤い」は「花」の属性
である。「苦い」も「薬」の属性として一般に認知されているとしてよい。「没画」というものも、
たまたまおもしろい本を指すのではなく、おもしろさが属性である本を指している。
このような識I11iによる意味の述いは、「白き○○が」と「○○の白きが」というような日本語
表現を思い起こさせる。このような表現でも形容詞が後方にある場合は一時的な性質・状態を表
すようである。
この形容詞と名詞の語順によって異なる意味が生ずることが、なぜ、重要かというと、これも
また自然言語に見られる性質だからである。次の英諮の表現を見てみよう。
Ｏ６ｉａ・visiblestars
b・staInsviSihIe
形容詞がIMI方にあるvisiblestarsは「肉眼で見ることができる凪｣、すなわち６等星以上の明
るさをもった星のことを指す。一方、形容詞が後方にあるstarsvisibleは「(天気がよくて、一
時的に）見えている星」である。同様に、
⑰ａ、Therearesomesickpeopleaboard．
ｂ，TherearesomepeopIesickaboard． 
のような文においても、（17a）のsickpeopleは「捕弱な人々」の意で、（17b）のpeoplesickは
「(船酔いで）気分の悪くなった人々」の意である。
つまり、日本手禰に見られる形容詞と名詞のiWiNliによる意味の述いは、自然旨iWiに見られる形
式と意味の対応1111係のありかたとそっくりなのである。ここまでくると、手話が自然言語である
かどうかというＩＭＩいにたいしても、一つの回答をはっきり示しているといってよいと思われる。
以上を総括すると、表現形式が聴覚系の記号か視蝿系の記号かという述いば、確かに「見かけ
上」の述いとなって現われてはいるものの、よく見るといずれのillilIliも日本語として、もっとい
うと自然言語として、受容可能なものばかりである。したがって、媒体が違っても本質的に同じ
ものである、というのがまさにIHI本手話と日本iWiの110係であるといってよいと思われる。
(23） 
４日本手賭ネイティブにとって日本鱈とは
以上、見てきたように[１本手話ネイティブにとって１１本iHiはいわゆる第二言語ではなく、第二
言語以上のものである。そして、ロ本語からの一刀的な「IlflU」ＩＨＩ係が存在する。それは、１１本
譜と日本手話との社会的力110係、および、音声舗と手IHIの`iii冊的能力の違いをも衣している。だ
が、そこには意思疎皿における優劣はないと魁われる。むしろ、［１本手話は単純に見えて、実は
豊かな非手措衣現のほかに、譜順やロールシフトなど、体系だった複雑な規則があり、１月f)IiI1本
譜から見れば不足だと感じる部分も、別の面で補って、過不足なく意思疎通が行われているよう
である。
ただ、音声１１本編優位の社会においては、ロ本,ｉｌｉは「(lfIil」ということ以上に強い１１:公的影響
力を持つようである。次の例を見てみよう。
(lQp本iMi
n本手紬
家族は何人ですか。
家＋人々＋いくつ＋人
日本手話では、称ｉＩと組合わさった疑問調は、１１本ＩＭＩと逆にな'〕、「何時」「何歳」は「時＋い
くつ」「年十いくつ」で衣されるのだが、（,aではＨ本船と,iiIじ鵠順になっている。そのFMIlIにつ
いて考えてみたい。
まず、日本下緬には「Ⅱ」「枚」「匹」などの助数,ｉＩがないため、それらは普j､、数iiIだけで衣
される。ところが、’:の例では｢(IＩ人｣の「人｣が衣されている。しかも、これは指でilIL?,Zの「人」
を空中に苫:<もので、１１本蹄からの借用である。「人」は「新人」「他人」「知人」などにおいて
も用いられる。
日本手話ネイティブによると、（'ＩＮＩのような例で「人」を付けなくても意思疎通には,,,,,H1がない
らしい.そうすると、「家＋人々＋いくつ」だけでもよいことになり、［人々＋いくつ］となるか
ら、これは「時＋いくつ」「年十いくつ」の語順と,iりじだと考えることができる。手`活では、誤
解が生じないように、分りwi詞はできるだけ早く提示する必要があるために、このような研爪に
なっていると考えられる。また、日本手譜では竹略できるものは省略し、必要岐小限のものだけ
で表現する傾向があることは既に見てきたとお')である。
そうであるならば、（1mのような例でも「人」を付けなくてもよいはずであることになるが、現
実には「人」をつけるのが・股的だということで、HMI,Iはわからないということである。
したがって、文法的にはこれは例外ではなく、怠ALL疎皿にも1,1,題がないにもかかわらず、「人」
を「借用」でわざわざ付力IIするのだということになる。家族の人数を尋ねる場合には】・寧さを必
要とするため、その丁寧さを「人」で補ったのだろうか。いや、日本手話でもＪ寧菩は、態度や
表情、文の表し方で衣現できる。それでも、不足を感じてか、必要に迫られてか、あるいは気付
かぬほどに自然にか、「人」を}'本譜から借用して定桁しているという事実は、Ⅱ本ｗｌｉにとつ
(24） 
て日本語が異なる百iIliとして傍らに存在するのではなく、災、の雅盤の-kに成I)立っている斐現
形式であるというしかない。
以上のすべての考察を総合すると、次のような緒論に誼I)つく。
日本手話は自然筒il(fである。そしてそれは日本語である。
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